
舞台演出照明の光と影

No. 投射位置

① 前上方から
② 前斜め上方から
③ 正面から
④ 前下方から
⑤ 真上から
⑥ 横斜め上から
⑦ 真横から
⑧ 後上方から

安定感がある｡強い感情はない｡
人間的で安定感がある｡健康さ｡
平穏だが無表情で感動がない｡
不快､不安､緊張感がある｡
無表情､不安定である｡
緊張､強い印象､動きがある｡
きびしい､どぎつい､不安､不快｡
するどい印象､強い印象｡

シーリングスポットライト
フロントスポットライト
センタースポットライト
フットスポットライト
サススポットライト
ギャラリースポットライト
ステージスポットライト
バックサススポットライト

感覚・感情 照明設備

●光の量による照明効果

①
⑤ ⑧

⑥

⑦③

④

②

演出照明は、舞台芸術に含まれます。演劇、オペラ、バレエ、ショーなどの
舞台演出効果の一要素であり、劇的空間の創造に関して、近年、重要な
役割を果しています。ステージが見えるため、演技が確認できるための
照明という根本的な解決を果してからは、視覚的効果の演出という面に
おいて、多大な要求が求められ、現在、演出照明の占める役割は非常に
大きなものとなっています。演出意図に応じて、その場の明るさや季節
感、時間帯、天候の変化などを演劇空間へ再現し、劇的な現実性を表現
する写実的な演出手法と、喜怒哀楽などの心理描写をステージに表現
するための演出照明の抽象的な演出手法は、劇的創造性を高め、非日

常性を持つ劇空間を構築します。写実的手法であれ、抽象的手法であ
れ、演出照明とは劇空間を構成する一つの要素にすぎなく、装置・小道
具・衣装・化粧・俳優などの各々の要素と微妙に絡まり、織り成す内に、
融合同化し、劇空間の演出がなされます。そのために、演出照明とは、光
の量・光の質・光の色彩・光の方向性を、縦横無尽に駆使する仕事と言
えます。ここでは演出照明の出発点でもある「光の方向」「光の量」につい
て、舞台を設定した空間に演出照明器具を設置し、単独光、組み合わせ
効果光を実験を通して考えてみましょう。

光の方向性による照明効果

光源の前後、左右、上下、斜めからの単独、または組み合わせの投射による効果など、そ
れらが照明器具を設置する場所の選定を考えるうえでの基礎になります。

●光の方向と顔の表情
下の写真は、光の方向による人の顔の表情変化を表わしたもので、前上方向から後上
方向までの8方向、さまざまに変化するのが分かります。

●光の量による照明効果
光と影（明と暗）によって得られる効果と光の照度調整によって得られる効果とがあり
ます。

ステージサイド
スポットライト

ステージサイド
スポットライト

フットスポットライト フットスポットライト

シーリングスポットライト

センターピンスポットライト

フロントサイド
スポットライト

平凸スポットライト
フレネルスポットライト
パーライト
エリプソイダルスポットライト

フロントサイド
スポットライト

サスペンションライト

サスペンションライト
バックフットスポットライト

サスペンションライト

バックフットスポットライト

ボーダーライト

ボーダーライト

アッパーホリゾントライト

ホリゾント幕

大黒幕

ロアーホリゾントライト

ボーダーライト
フットライト

●光の方向と顔の表情 ① ② ③ ④

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

■ 基本部分照明

②ボーダーライトのみの照明
舞台全体へ均等な照明を行うことができますが、散漫な印象にもなります。
客席側から見た前舞台の演技者面や物の鉛直面照度が不足し、鼻やあごの影が目立ちます。

①フットライトのみの照明
足元からの均等な照明を行うことができます。地面や床などの下からの光（反射光）、いわゆる面明かり
を受け持ちます。単独で使用しますと、背景に沢山の重複した影ができます。

③アッパーホリゾントライトのみの照明
ホリゾントライトは、ホリゾント幕の上下より地平線、水平線、山岳などの日の出、日没その他の光の描
写を受け持つ照明です。アッパーホリゾントライトは、主としてホリゾント幕の上部の照明に使用されま
す。

④ロアーホリゾントライトのみの照明
ホリゾントライトの一種で、地平線、水平線、山岳の際などの光の変化を出すために、ホリゾント幕下部
よりの照明に使用されます。舞台上の人物や装置が美しいシルエットとして表わせます。



⑤サスペンションライトのみの照明（A）
舞台上部からの演技面の明かりで、写真のような演技者を浮び上がらせるスポットライティング（A）と、
演技面全体を明るくするフラッドライティング（B）があります。

⑤サスペンションライトのみの照明（B）

ステージサイドスポットは、スポットライトをスタンド類に取り付けて、ステージの両袖の客席からは見
えない所に置き、真横からの照明をするための照明手法の一つで、通常は、光り洩れの少ない平凸レン
ズスポットをよく使います。写真でも分かるように、ステージの床面に影が出ないため、人物のみが浮び
上がり、立体感を持った独特な雰囲気を演出することができます。さらにステージサイドスポットを片側
だけにすると劇的な演出効果を得ることが出来ます(B)

⑥ステージサイドスポットライトのみの照明（A） ⑥ステージサイドスポットライトのみの照明（B）

客席上方からのスポットライトで観客席から見やすい照明ですが、平板な印象を受けやすい照明で
す。

⑧シーリングスポットライトのみの照明

⑦フロントサイドスポットライトのみの照明（A）
客席前方の両サイドに設置し、舞台を前側面から投光します。シーリングライトよりも立体感がでます。
シーリングライトと同じように、投光角が小さくなるほど背景に影ができ、また直接ホリゾント幕に光が
当たると、ホリゾント照明の効果を損ないます。フロントサイドスポットを片側だけにすると（B）、立体
感があり、演技者の表情が見える照明をつくれます。

⑦フロントサイドスポットライトのみの照明（B）

客席の最後部から、他の照明とは関係なく、特定の演技者などを追う（フォロー）場合に、全身あるいは
胸部以上を投射するスポットライトで、輪郭のハッキリとした照明が得られます。

⑨センターピンスポットライトのみの照明

ななめうえ（横上方）からのライトは人物やセットを立体的に見せる効果があります。
⑩ななめ#Wによる演出（A） ⑩ななめ#Wによる演出（B）

片方のみにすると安定感のある上に劇的な効果が望めます。

さらにサスを加えると人物が浮き上がりさらに立体感が強くなります。
⑩ななめ#Wによる演出（C） ⑪フットスポットによる照明・下手＃64、上手＃88、ステージサイド＃87

スポットライトを使って、フットライトのような使い方をし、対象物の影を故意に背景に出すことによる効
果を狙った手法で、上手・下手で色を違えて、より一層の効果を狙ったものです。
フットスポットの効果により、幻想的な雰囲気がよく演出された、インパクトの強いライティングとなって
います。
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■ 組合せ照明1

⑲ボーダー、フット、アッパー、ロアー、サス、ステージサイド、シーリング、フロントサイドによる照明
⑱にサスペンションライトとステージサイドスポットを加えています。
いままでの内で最良ですが、実際では調光により各々の光のバランスをとり、立体感を出します。

⑳ロアー＃22、サスNo.2＃W、ステージサイド下手＃35、上手＃45、シーリング＃38、タッチライト＃44
情熱的な赤をバックに使ったシーンです。アッパーホリゾントライトを使わずロアーホリゾントライトのみで、調光により
レベルを下げて、押さえた表現を狙っています。全体照明として、シーリングスポットの＃38が舞台全体を染めてソフ
トな表現となっています。ステージサイドスポットには、明るめなオレンジとイエローで柔らかな光の重ね合わせを演出
しています。セットのタッチライトには、同じくライトイエローでトーンを統一しています。今回、奥の人物のみ、#Wの単
独サスペンションライトを調光して使っていますが、鮮かに浮き上がっており、ドラマティックな演出となっています。

⑫ボーダー、フットによる照明
両器具とも元来均等な照明を与える器具ですから、舞台上の演技者面や物に対しては影の少ない均等な
照明になります。平板な照明を要求される場合、いわゆる面明かりの効果や装置、衣装への均等な照明
効果が必要な場合は、見逃せない照明です。ただ、バックの影や明るさ、ハイライトや立体感のなさは物
足りなさを感じさせます。

⑬ボーダー、フット、アッパー、ロアーによる照明
舞台全体が明るく平たんな照明状態が得られ、フットライトによるホリゾント幕への不要な影も解消し
ています。
ただ、舞台全体を眺めた時に、ハイライトがなく見せ場のない照明になりますし、舞台の客席寄りの部分
の光が不足しますので注意が必要です。

⑭アッパー、ロアーによる照明
ホリゾント幕の上部、下部より同一色光による照明をしますと、写真のような均一なバック照明を得るこ
とができ影絵のような効果を得ることが出来ます。
また、色光と調光を用いることにより日中・朝焼け・夜・その他の描写など光の変化が自由に再現できま
す。

⑭アッパー、ロアーによる照明（バリエーション1）

⑭アッパー、ロアーによる照明（バリエーション2） ⑭アッパー、ロアーによる照明（バリエーション3）

⑭アッパー、ロアーによる照明（バリエーション4） ⑭アッパー、ロアーによる照明（バリエーション5）

⑯アッパー#72、ロアー＃59＋＃72、サス＃W、＃67、ステージサイド＃W、タッチライト＃57
サスペンションライトの＃67は、下手斜め上方からベース照明とし全体を明るく演出しています。
＃Wの単独サスペンションライトは、調光によりレベルを下げてステージサイドスポットとの調和を計っ
ています。
色光の中に弱く#Wを混ぜ込み、柔らぎのある雰囲気を演出しています。

⑮ボーダー、フット、アッパー、ロアー、サスによる照明
⑬の演技者面に、サスペンションスポットライト⑤を加えますと、観客の目を止める位置ができ、舞台全
体が生きてきます。しかし、全体に鉛直面照度が不足しがちで、客席から見た演技者の前明かりが少な
く、物足りなさを感じさせます。

⑱ボーダー、フット、アッパー、ロアー、シーリング、フロントによる照明
⑬にシーリングスポットとフロントサイドスポットを加えた照明例です。舞台上の演技者に対しては十分
な明るさの照明はできていますが、舞台全体が明るく平たんな照明状態になります。
使用時には調光・色光を考慮する必要があります。

⑰フットスポットによる照明・下手＃57、上手＃31
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㉔GOBOによる照明（A）
エリプソイダルスポットライトにGOBOを挿入することによる演出です。
人物やセット・床面にタッチがつき質感に変化が出、ドラマチックな効果を生み出します。
・舞台横上方からの照射

㉓パーライトのビームによる照明（B）
パーライト（VN）床に置き、サスNo.4、地明り#77、フロント#86を使用しています。（B）

㉔GOBOによる照明（B）
・舞台下手奥上方からの照射

㉓パーライトのビームによる照明（C）
パーライト（VN）サスペンションライト＆床に置き、ステージサイドスポットを使用しています。（C）

㉔GOBOによる照明（C）
・舞台上手奥上方からの照射

㉕GOBOで作る情景演出（A）
GOBOを使用することにより、より具体的な状況を演出することが可能です。例えば
深夜、家来を連れた二人が某所で密会…（A）
夕闇迫る戦場で決意する将軍…（B）
幽閉された牢獄で悔恨にふける政治犯…（C）　　　といったところでしょうか。

㉕GOBOで作る情景演出（B）

㉕GOBOで作る情景演出（C）

バックを大黒幕にしてスモークをたいた状態です。パーライトの強い光線が舞台空間を演出しています。
パーライト（VN）、サスペンションライト、ステージサイドスポット、ピンスポットを使用しています。
（A）

㉓パーライトのビームによる照明（A）

㉓と同様にバックを大黒幕にしてスモークをたいた状態です。パーライトの強い光線とは違い柔らか
な印象を受けます。GOBOのバックライトにピンスポットを加えた状態で、全身（A）と上半身（B）の
サイズの違う２パターンを試しました。ピンスポットの照射面積が小さい方がGOBOによる印象が強
く感じられます。

㉖GOBOのビームによる照明（A）

㉖GOBOのビームによる照明（B）
㉕をベースにパーライトを加えて情景を作りました。
さまざまな照明器具を組み合わせることにより、さらに幅の広い照明演出が可能になります。

㉗パーライトとGOBOの両方を使った情景演出

㉑ロアー、サス、シーリング、ステージサイド、センターピン、調光による照明
背景をロアーホリゾントライトのみで、しかも、調光により減光し、そのバランスで前明かりのシーリン
グスポットや、ベース照明のサスペンションライトの明るさを調節し、雰囲気を重視した照明を意図した
ものです。単独サスペンションライトとステージサイドスポットにより、人物の立体感を表現し、メイン
となる登場人物のみを、センターピンスポットライトでフォローした、ドラマチックなライティングです。

ロアー#72、アッパーホリゾントライトの＃71が全体のブルーの基調となっています。ベース照明は、サスペ
ンションライトの＃77で、演技面をエリア照明しています。前明かりを敢えて使わずに、＃Wの単独サスペ
ンションライトを調光によりレベル調節することにより、陰影のハッキリとした、強い主張を持ったライティ
ングとなっています。但し、ブルー一色では単調な光の構成となりますので、奥のセットには、ライトグリー
ンの＃57でタッチ照明をし、シンプルながらも、鮮明な演出となっています。

㉒アッパー#71、ロアー＃72、サス＃W、＃77、タッチライト＃57

■ 組合せ照明2

■ 効果照明


